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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成 30 年５月 11 日に公表しました平成 31 年３月期第２四半期連結累計期間(平成 30 年４月１日～平成 30

年９月 30 日)及び通期（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日）の連結業績予想を下記の通り修正いたしま

したのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（1）平成 31 年３月期第２四半期連結業績予想の修正（平成 30 年４月１日～平成 30 年９月 30 日） 

   

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する当期 

純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

12,000 

百万円

1,200

百万円

1,250

百万円 

850 

円  銭

38.68

今回修正予想（Ｂ） 13,000 2,150 2,200 1,500 68.25

増減額（Ｂ－Ａ） 1,000 950 950 650 －

増 減 率（％） 8.3 79.2 76.0 76.5 －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 30年３月期第２四半期） 

 

11,022 1,166 1,219

 

834 37.95

 

（2）平成 31 年３月期通期連結業績予想の修正（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日） 

   

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する当期 

純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

24,000 

百万円

2,400

百万円

2,500

百万円 

1,700 

円  銭

77.35

今回修正予想（Ｂ） 25,000 3,600 3,700 2,600 118.30

増減額（Ｂ－Ａ） 1,000 1,200 1,200 900 －

増 減 率（％） 4.2 50.0 48.0 52.9 －

（ご参考）前期実績 

（平成 30年３月期） 

 

24,217 3,559 3,663

 

2,625 119.44

 

 



２．修正の理由  

（1）第２四半期連結業績予想について 

 懸念していた「米国発の貿易摩擦」などによる世界景気の減速は発現なく、国内景気が好調さを維持し、

主要得意先である鉄鋼メーカーは高い生産量を継続しております。併せて、セラミックス関係などの取引

先も順調に推移し、耐火物の需要が堅調に見込まれると思われることから、前回の業績予想を修正致しま

した。 

 

（2）通期連結業績予想について 

  今後、米国発の貿易摩擦が世界及び日本経済に与える影響による耐火物の需要動向、中国での環境規制

強化を起点とした原料事情など、事業環境に不確定な要素は多く、現時点で入手できる諸条件を基に、前

回の業績予想を修正致しました。 

 

注) 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 
 

以 上 

 
 


